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正標数P の代数的閉体k を基礎体とする。正規代数曲面Yから非特異射影代数曲面Xへの有限射 π:Y
• X について，関数体の拡大 k(Y)/k(XJ がアルチンーシュライアー拡大(すなわち，ガロア拡大でガロア
群が p次巡回群に同型)であるとき， π:Y→X をアルチンーシュライアー被覆(以下AS被覆と略称す
る)という。アルチンーシュライアー拡大L/Kの場合. L はKの単純拡大L=K(tJで，その関係式は
tP ー t=f (fEk) となる。 AS被覆の場合， Xのアフィン関被覆{Ui} と元 S i , ti E 0 X ( Uj)が
存在して， π ー 1 ( Ui) = S pe c 0 '-X( U j) (z i J / ( Z jP -: S i P-1 Z i -t i )と表されるとき，単純型
AS被覆という。一般には AS被覆は単純型であるとは限らない。単純型AS被覆は次のように特徴づ
げられる。すなわち. AS被覆 π:Y → X において， π* Oylζはガ、ロア群iと関する半不変式を用いた自然
なフィルトレーション O~=Fo CFIC …C Fp _ 1 ニ 7r* Oy が入るが. Fj/Fト 1 ~ (FtlFo) ( i 
(1 壬 i 壬 p- 1) となることが， π:Y →Xが単純型である必要十分条件である。乙のとき V{Si=0}










(2)p = 3 の場合:( j )X= lP2 , Yは次数 3 のデルペツォ曲面 ;(ii)X= ザ x 1p 1 , Yは K3 曲面;
(jjj)X は相対的極小線織曲面， Y は κ=1 の極小な楕円曲面;(iv)( j ) r--J (iii) 以外のとき Yは極小な一般型代数
曲面である。
(3)p =2 の場合 ;(j)X= 1P 2 ， Y=F1x1P1 ;(jj)X= 1P 2 , Y は次数 2 のデルペツォ曲面; (jii)X は相対的
極小線織曲面， Y は線織曲面; (iv)X はデルペツォ曲面， Y はK3 曲面 ;(v)X は線織曲面， Yは κ=1 の極




大であるとき， Yは Xのアルチン・シュラィアー被覆(以下 AS被覆と略す)であるという。拡大体
k(Yl/k (Xl はガロワ拡大として， xE - X = f という形の定義式をみたす元x を添加して得られ，そのガロワ
群Gは位数p の巡回群である口しかし，代数多様体の被覆(拡大)として， YはX上局所的に x P -x= 
f という形の定義式をみたす元 x を添加して得られるとは限らない。乙のように表される場合， Yは X の
単純型AS被覆であるという。
武田君は第ーに， AS被覆 Y/X が単純型になるための判定条件を， Yの構造層 Oyへの群Gの表現を
用いて明確に与えた。また，その際の解析を用いて， Yの双対層，オイラー・ポワンカレ標数，小平次元
などの双有理不変量を記述する乙とに成功した。
第二に，単純型AS被覆が持つ特異点は， pと 3 の場合には非常に複雑な特異点であるが， p=2 の場
合は標準的解消を許すことを示した。
第三に， Yが非特異代数曲面で，被覆 Y/X の分岐因子がX上の被約な豊富有効因子になる場合に， Y
の構造をほぼ完全に記述した。すなわち. P~三 5 ならばY は一般型曲面になり， P三三 3 の場合は Xが有理
曲面または線織曲面になり Yの構造も明確に記述できる。
代数曲面のAS被覆の構造を記述した論文は武田君のものが初めてであり，正標数の代数多様体の研究
に貢献すると乙ろ大である。よって本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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